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１日目 宮城県気仙沼市 

     総合体育館駐車場仮設住宅 

２日目 宮城県気仙沼市  

     面瀬中学校グラウンド仮設住宅 

３日目 宮城県気仙沼市  

          南最知仮設住宅 

活動場所 

実施者 

家政学部食物栄養学科 准教授   米浪直子（管理栄養士） 

家政学研究科博士前期課程1回生 岡島理奈（管理栄養士） 

      同          山下千晶（管理栄養士） 

 

 



活動内容 

１、調理実習（管理栄養士） 

①食事バランス弁当のレシピ紹介 

②ひじき入り茶巾卵のデモンストレーションと調理 

③弁当の盛り付け 

④試食会  
     

２、栄養指導（管理栄養士） 

①「食事バランスガイドと減塩の工夫」 

②「果物と乳製品の摂取～柿ジャムの作り方とその応用～」 
 

３、体操教室（理学療法士） 





配布資料① 



配布資料② 



栄養指導媒体① 



栄養指導媒体② 



活動の様子① 



活動の様子② 



活動の様子③ 



気仙沼被災地見学 

津波到達点の記録 

気仙沼漁港 1階部分が 

流された建物 

地盤沈下 残された土台と海水 



魚市場見学 
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今回の活動を振り返って① 

 この支援活動は社会貢献を目的とし、栄養学や食品
学、調理学の専門知識と技術を活用して被災者の食
生活改善につながるように、ＮＰＯ法人グローバル
ヒューマンの協力を得て、教員１名および大学院生
２名で実施した。 

 ３日間とも仮設住宅の集会所にて食生活の支援活動
を行い、毎回２０名程の参加者があった。 

 集会所では調理場がないため、グローバルヒューマ
ンの事務所で弁当と柿ジャムの準備を行って持参し
た。現地では「ひじき入り茶巾卵」および「柿ジャ
ム」のデモンストレーションと簡単な調理実習を
行った。一緒に調理をする参加型の体験実習は、楽
しくコミュニケーションをとりながら行えたので参
加者にとても喜ばれた。 



今回の活動を振り返って② 

 バランスよく食事をとるために、「いわて発！適量
バランス弁当箱」と食事バランスガイドを利用して
栄養指導を行った。また、漬物ではなく、酢を利用
してピクルスをつくることにより、かなり減塩がで
きることを紹介した。クイズ形式で説明することに
より、参加者からは活発にいろいろな意見や質問が
出て、とても好評であった。 

 ２日目は、東京のボランティア理学療法士による体
操教室も併せて実施され、食事と運動の支援ができ
て理想的な活動となった。 

 大学院生の専門教育を行う上でもよい機会となった。 



今後の課題 

 今後の支援活動としては、被災者の方が楽しく健康
に暮らすために、ストレス解消、健康維持に役立つ
運動指導、便秘予防のための食品の選択と調理の指
導、体重管理のための低カロリーの食事および間食
などの栄養指導が望まれている。さらには、子ども
たちと一緒に調理する親子料理教室、季節がよいと
きは、野外調理を行って被災者同士の会話をすすめ
るような、食を通じてコミュニケーションを図る支
援活動も必要と思われる。 

 大学で行っている教育研究の成果を社会に還元する
ことが期待されている現在、これからも食の専門家
である教員と大学院生が一つのチームになって、現
地のＮＰＯ法人と協力して継続して支援活動を行っ
ていくことが重要である。 


